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研究成果概要 

【SK 水槽内の HK-PMT の較正と共同解析手法の開発】 

2018 年のスーパーカミオカンデ（SK）タンク改修時に設置されたハイパーカミオカン

デ(HK)用 PMT (R12860)136 本について、Ni-Cf 線源較正データを用いて、R12860 の

１光電子分布と閾値曲線の決定を行い、１光電子に対する増幅率と検出閾値を求めた。

またこの較正結果を SK 検出器シミュレーションプログラムへ組み込んで実データと比

較し、R12860 の相対検出効率の評価を行った。さらに、2018 年から繰り返し行われた

Ni-Cf 較正の結果を総合し、水中でのこれら基本性能の

長期安定性の評価を行った。その結果、１光電子に対す

る相対検出効率は 1.5 年で±0.6%で安定、増幅率は 2.5

年で 2.1％の上昇（右図）が見られた。この結果から、

R12860 は SK で使用されている R3600 と同等、もしく

はそれ以上の長期安定性が期待できることがわかった。 

【大気ニュートリノ中性カレント反応を用いたステライルニュートリノ振動の探索】 

大気ニュートリノにおける中性カレント反応精密測定を行うことで、ステイラルニュー

トリノへの振動の探索を行っている。大気ニュートリノフラックスや中性カレント反応

断面積の不定性を抑えるために、天頂角分布を用いる手法を検討している。そのために、

中性カレント反応においてニュートリノの入射方向の検出を行う解析手法の開発を行な

っている。これは非常に困難であるが、過去に中性カレント弾性散乱からの陽子反跳チ

ェレンコフリングを用いた先行研究があり、同手法の改良の検討から始めている。 
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